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北海道旭川市⽴春光台中学校

〜学校全体でｅライブラリを活⽤するための⼯夫〜

しゅんこうだい

春光台中学校ではｅライブラリのドリル、プリント、家庭学習機能といった様々な機能を活⽤しています。
今回は授業内での活⽤と家庭学習の周知⽅法をご紹介します。

eライブラリのドリルを使って学⼒テスト対策

ドリルを使ったスムーズで効率的な学習をするための⼯夫

⾨⽥先⽣の授業では必ず発⽣するパソコンの起動
時間も、宿題プリントの丸付けを⾏うことで、⽣徒
が⼿持ち無沙汰とならないような⼯夫がされています。
その他にも、⾨⽥先⽣の授業では、⾃作のｅライ

ブラリの説明資料を配布されたり、⽣徒がパスワー
ドを忘れた時のためにパスワード⼀覧表を⽤意され
たりと、⽣徒がスムーズに効率よく学習できる様々
な⼯夫が⾏われています。

この⽇は明⽇に控えた学⼒テスト対策としてｅラ
イブラリのドリルを使い、これまでに学習した単元
を復習しました。
⽣徒⾃⾝が⾃分にあった難易度を選択し、英語が

得意な⽣徒は黙々とドリルを解き、苦⼿な⽣徒は隣
の⽣徒と相談したり、⾨⽥先⽣に質問をしたりと
⽣徒全員が⾃分⾃⾝の理解度にあった難易度、⽅法
でドリルを解いていました。

１年︓初めての英語科学⼒テストに
向けてドリルで復習

基本的にプリントは中位の難易度で作成されており、低位の⽣徒には難しく、⾼位
の⽣徒には易しいものとなってしまいがちです。しかし、ｅライブラリのドリルなら
ば、⽣徒個⼈にあった難易度の学習が可能です。そのため、プリントでは実現が難し
い個に合わせた学習を⾏える点がｅライブラリの利点だと考えています。
また、前年度担任であった３年⽣では⾼校⼊試過去問も他都府県の問題が活⽤でき

るので、⾼位の⽣徒の知的好奇⼼を⾼めるのに有効的でした。

インタビュー ｅライブラリのドリルと個に合わせた学習

英語

POINT︕

機器の起動時間も宿題の丸付けをして有効活⽤

英語科
⾨⽥ 純 先⽣
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ｅライブラリを活⽤した家庭学習
6年 算数

 プリントでは実現が難しい個の理解度に応じた学びを実現する。
 家庭学習機能を活⽤し、不登校⽣徒の学びを⽀援する。
 ｅライブラリ内のプリントを活⽤し、先⽣のプリント作成時間を短縮する。
 ドリルを活⽤し、突発的な⾃習時の教材準備時間を軽減する。

 ⽣徒⾃⾝でドリルの難易度を選択し、進めていた。
 ⾃分だけで解けない問題はクラスメイトや先⽣に質問し、理解したうえで次の問題に取り
組んでいた。

 ｅライブラリの操作⽅法を全員理解していた。

ｅライブラリ活⽤のねらい

⽣徒の様⼦

本校では、ｅライブラリを校内、家庭問わず、積極的に活⽤しています。
活⽤効果としては、ｅライブラリのプリントを活⽤することで、先⽣が宿題プ

リントを作成する必要がなくなった、突発的な⾃習対応もｅライブラリを活⽤す
ることで教材準備の負担が減った、また、昨年度は家庭学習機能が不登校⽣徒の
⾼校進学の⼿助けとなったといったような効果が出ています。
私はｅライブラリを積極的に先⽣・⽣徒・保護者に使って頂くためには「継続

的な啓蒙」が必要となると考えています。私⾃⾝も先⽣⽅へは校⻑通信でｅライ
ブラリの情報を発信する、突発的な⾃習の際には「ｅライブラリを使うといい
よ」と声掛けを⾏うなど「継続的な啓蒙」を⾏っています。

 授業で活⽤する際には、⼊念な準備を⾏っている。
 機器の起動時間中にプリントの丸付けをするなど、⽣徒が⼿持ち無沙汰な時間をなくす。
 ⽣徒にｅライブラリの操作⽅法を周知する機会を作る。
 家庭学習の周知を配布⽂書で定期的に⾏う。

先⽣の⼯夫

インタビュー ｅライブラリの活⽤効果と周知⽅法

春光台中学校ではｅライブラリの家庭学習機能
を利⽤しています。
活⽤にあたって、千葉校⻑先⽣の「継続的な発

信、啓蒙が重要」との考えに則り、技術科の時間
でｅライブラリの操作⽅法を伝える、学校通信等
の配布⽂書で家庭学習を定期的に周知するといっ
た様々な⽅法で⽣徒が家庭でもｅライブラリをス
ムーズに使える⼯夫を⾏っています。

▲ 学校通信に掲載された家庭学習の項⽬

校⻑
千葉 雅樹 先⽣


